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七
二

国
立
公
園
の
公
園
事
業
を
変

更
す
る
件

二
九

八

七
三

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
使
用

製
品
か
ら
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ

ニ
ル
を
除
去
す
る
方
法
と
し

て
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法

二
九
168
三
五

七
四

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄

物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規

則
第
三
条
及
び
第
六
条
の
規

定
に
基
づ
き
環
境
大
臣
が
定

め
る
方
法

二
九
168
三
五

七
五

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄

物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規

則
第
四
条
第
二
項
及
び
第
七

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き

環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法

二
九
168
三
六

〇
防

衛

省

一
五
四

漁
船
の
操
業
を
制
限
し
、
又

は
禁
止
す
る
区
域
及
び
期
間

並
び
に
そ
の
条
件
を
定
め
る

件

七

九

一
五
五

一
五
七

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を

実
施
す
る
件

一
二

七

一
五
八

一
五
九

海
上
に
お
け
る
水
上
標
的
に

対
す
る
射
爆
撃
訓
練
を
実
施

す
る
件

一
四

六

一
六
〇

一
六
三

海
上
に
お
け
る
水
上
標
的
に

対
す
る
射
撃
訓
練
を
実
施
す

る
件

一
四

六

一
六
四

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
使
用
を

許
さ
れ
る
施
設
及
び
区
域
に

つ
い
て
、
全
部
返
還
、
一
部

返
還
、
共
同
使
用
、
追
加
提

供
及
び
新
規
提
供
が
決
定
さ

れ
た
件

一
五

四

一
六
五

一
六
六

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を

実
施
す
る
件

二
五

五

〇
東
北
地
方
整
備
局

一
六
一

一
六
二

道
路
に
関
す
る
件

一
147
五
五

一
六
三

一
六
八

〃

八
152

五

一
六
九

〃

一
一

八

一
七
〇

一
七
一

〃

二
五

五

一
七
二

一
七
三

〃

二
九

八

〇
関
東
地
方
整
備
局

二
四
九

道
路
に
関
す
る
件

五

七

二
五
〇

〃

六

七

二
五
一

二
五
五

〃

一
一

九

二
五
六

〃

一
五

五

二
五
七

〃

二
〇

六

二
五
八

都
市
計
画
に
関
す
る
件

二
〇

六

二
五
九

二
六
〇

道
路
に
関
す
る
件

二
五

六

二
六
一

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

建
築
物
調
査
業
務
の
休
止
に

関
す
る
件

二
八

七

〇
北
陸
地
方
整
備
局

六
八

道
路
に
関
す
る
件

一
二

七

六
九

〃

二
五

七

〇
中
部
地
方
整
備
局

八
九

道
路
に
関
す
る
件

一
147
五
五

〇
近
畿
地
方
整
備
局

一
一
七

一
一
九

道
路
に
関
す
る
件

一
147
五
五

一
二
〇

一
二
二

都
市
計
画
に
関
す
る
件

一
九

五

一
二
三

大
深
度
地
下
の
公
共
的
使
用

に
関
す
る
件

二
八

七

〇
中
国
地
方
整
備
局

八
二

道
路
に
関
す
る
件

一
147
五
六

八
三

〃

四

八

八
四
八
五

〃

五

七

八
六
八
七

〃

二
六

六

〇
四
国
地
方
整
備
局

九
〇
九
三

道
路
に
関
す
る
件

一
四

七

九
四

都
市
計
画
に
関
す
る
件

一
五

五

九
五

道
路
に
関
す
る
件

一
五

六

〇
九
州
地
方
整
備
局

一
〇
六

都
市
計
画
に
関
す
る
件

一
四

七

一
〇
七

道
路
に
関
す
る
件

一
五

六

一
〇
八

一
〇
九

〃

二
一

七

一
一
〇

〃

二
九

八

〇
北
海
道
開
発
局

一
八
一

一
八
五

道
路
に
関
す
る
件

八
152

六

一
八
六

〃

一
二

七

一
八
七

一
級
河
川
十
勝
川
水
系
牛
首

別
川
に
お
け
る
河
川
予
定
地

の
変
更
に
関
す
る
件

一
九

五

一
八
八

一
九
二

道
路
に
関
す
る
件

二
〇

六

一
九
三

一
九
四

〃

二
六

七

一
九
五

石
狩
川
水
系
石
狩
川
（
左
岸

上
川
郡
上
川
町
字
菊
水
三

百
三
十
三
番
の
四
地
先
か
ら

旭
川
市
神
居
古
潭
百
六
十
六

番
地
先
の
道
道
神
納
橋
ま

で
、
右
岸

上
川
郡
上
川
町

字
日
東
二
十
番
の
一
地
先
か

ら
旭
川
市
神
居
古
潭
百
六
十

六
番
地
先
の
道
道
神
納
橋
ま

で
）
に
係
る
洪
水
浸
水
想
定

区
域
、
浸
水
し
た
場
合
に
想

定
さ
れ
る
水
深
及
び
浸
水
の

継
続
時
間
に
つ
い
て
定
め
た

件

二
九

八

一
九
六

石
狩
川
水
系
美
瑛
川
、
牛
朱

別
川
、
忠
別
川
及
び
辺
別
川

に
係
る
洪
水
浸
水
想
定
区

域
、
浸
水
し
た
場
合
に
想
定

さ
れ
る
水
深
及
び
浸
水
の
継

続
時
間
に
つ
い
て
定
め
た
件

二
九

八

一
九
七

十
勝
川
水
系
十
勝
川
及
び
音

更
川
に
係
る
洪
水
浸
水
想
定

区
域
、
浸
水
し
た
場
合
に
想

定
さ
れ
る
水
深
及
び
浸
水
の

継
続
時
間
に
つ
い
て
定
め
た

件

二
九

八

一
九
八

湧
別
川
水
系
湧
別
川
に
係
る

洪
水
浸
水
想
定
区
域
、
浸
水

し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水

深
及
び
浸
水
の
継
続
時
間
に

つ
い
て
定
め
た
件

二
九

八

一
九
九

天
塩
川
水
系
天
塩
川
（
左
岸

中
川
郡
中
川
町
字
大
富
十

三
番
一
地
先
か
ら
海
ま
で
、

右
岸

中
川
郡
中
川
町
字
歌

内
十
八
番
九
地
先
か
ら
海
ま

で
）
に
係
る
洪
水
浸
水
想
定

区
域
、
浸
水
し
た
場
合
に
想

定
さ
れ
る
水
深
及
び
浸
水
の

継
続
時
間
に
つ
い
て
定
め
た

件

二
九

九

二
〇
〇

天
塩
川
水
系
雄
信
内
川
に
係

る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
、
浸

水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る

水
深
及
び
浸
水
の
継
続
時
間

に
つ
い
て
定
め
た
件

二
九

九

二
〇
一

留
萌
川
水
系
留
萌
川
に
係
る

洪
水
浸
水
想
定
区
域
、
浸
水

し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水

深
及
び
浸
水
の
継
続
時
間
に

つ
い
て
定
め
た
件

二
九

九


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